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1 はじめに

放牧地においては、牧草は季節生産性が一定でないため、

春期の余剰草を生じ、そのため貯蔵飼料として利用するこ

とが望ましいとされている。しかしながら、土地の利用条

件や作業体系の問題等から兼用利用できない放牧地も多

く、放牧利用が図られない一つの要因となっている。また、

夏期以降の収量不足に陥り易く、季節生産性の平準化が放

牧地の有効利用のための課題となっている。

そこで、草地化成肥料 (年間施用量を2回に分施)の初

回施肥時期および緩効性肥料利用 (単回施用)の検討によ

るスプリングフラッシュの抑制効果ならびに、牧草の後期

生産量確保による季節生産性の平準化のため、草地化成肥

料の追肥時期の検討を行った。

2 試験方法

(1)供試草地 :外山畜産研究室場内

(2)試験内容

試験 1

ア 肥料の種類による検討 (1999～2000年 )
肥料 :緩効性肥料 (Pコート,IB草地化成)

および草地化成

施用量 :年間NPKで 18 12 6kg/10aと し,緩効性
肥料は 1回施用,草地化成は2回分施

施肥時期 :1999年 :5/17,草地化成のみ追肥 9/5

2000年 :5/10 草地化成のみ追肥 9/H

草種 :チモシー,ペレニアル混播草地

イ 施肥時期の検討 (2001年 )
施用時期 :4月 下旬 (4/27),5月 下旬 (5/21),

7月 上旬 (7/5)の 3時期の比較

肥料  :LPコートおよび草地化成

施用量 :年間NPKで 12 6 6kg/1oaと し,LPコート
は 1回施用,草地化成は 2回分施 (8/8)

草種  :チモシー (ホクセイ)

試験 2

追肥時期の検討(2002～ 2003年)

施用時期

2002年 :初夏施肥 (7/8),8月 下旬追肥 (8/21)

2003年 :初夏施肥 (6/24),8月 上旬迫肥 (8/H)

肥料 :草地化成

施用量 :年間 NP― Kで 12 6 6kg/10aと し,2回分施

草種 :ペレニアルライグラス 2種 (クサボウシ、フレ

ンド)およびチモシー (ホクシュウ)

3 試験結果

試験 1

1999年～2001年に肥料の種類および 1回 目の施用時期

について検討した

草地化成と緩効性肥料 (単回の施用により長期間効果を

発揮するもの)において年間乾物収量に大きな差は認めら

れなかったが,月別乾物収量において化成とLPコートで 7

月までの収量が年間収量の約 70%だったのに比べ IB区で

約 75%と高かった このことから,放牧地においては,生

産性の変動の少ない草地化成あるいは,LPコートが,有効

であった (表 1)

施用時期別では,LPコ ートと草地化成を使用し,4月 下

旬,5月下旬および 7月上旬 (初夏)の違いを検討した.

その結果 5月下旬 (開牧時)の施肥では,LPコートが草地

化成に比べ平準化が図られ,7月 上旬 (初夏)施用では,

LPコート,草地化成ともに春期の余剰草が抑えられた た

だし,肥料の価格を考えた場合,草地化成の初夏施肥と追

肥の 2回施用が有利と考えられた (図 1)

調通史2

草地化成を初夏に施用した場合の追肥時期を検討した

ところ,8月下旬の追肥では 8月～10月 の放牧期後半の収

量を充分確保することが出来なかつたが,8月 上旬の追肥

では年間乾物生産量の 50%以上を放牧期後期に確保する

ことが可能となるとともに,植生状況も春と比較して各品

種の主要草種とも高く維持され施肥による植生変化は認

められず,放牧地において問題となる放牧期後半の収量不

足を改善できた (図 2)

-101-



東 北 農 業 研 究 第 58号 (20∞ )

4 考察及びまとめ

放牧地においてスプリングフラッシュを制御し,月別生

産量を平準イヒする施肥技術として,経済性を重視する場合

は,草地イヒ成 (112-P6■ 6)を半量,初夏施肥 (6月下旬～

7月上旬)し,残る半量を8月上旬に追肥することで,年

間の牧草生産を乾物収量500kg/10a以上の確保が可能で

ある。また,施肥労力の省力化を主眼に置いた場合,LPコ

ートを開牧時となる5月下旬に単回の施用をすることで,

初期成育を抑制できる。作業体系を考え,いずれかの方法

を応用することで,放牧地の管理の簡易イヒが図られる.
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図 1 肥料の施円時期による月別収量の比較

後期 (3～9月 )

前期 (5～ 7月 )

3月 上旬追肥 8月 下旬追肥
(H10     (H14)

図 2 8月上旬追肥による夏期以降の収量

表1緩効性肥料と草地化成による月間乾物収量と収量の変動(Hll)
春期の収量割合 (年

間収量中の 6月 ～7

月の%)
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